
 

 

岡村千馬太（ おかむら ちまた ） 三郷明盛中萱出身  

＜岡村千馬太が活躍した時代＞１８７5 年（明治 8 年）～１９３６年（昭和 11 年） 享年６１歳 

岡村千馬太と「東西南北会」  

明治新政府が「学制」を発布し、全国画一的な教育が行われる

中、その教育方法に疑問を持ち、児童・生徒の個性・人権を尊重する

教育を行ったのが岡村である。岡村と同じ思いを持つ教師たちとともに

「東西南北会」を結成した。この東西南北会は、「真の教育の立つと

ころは優れた教師の人格とのふれあいとの中で児童の人格成長が促

される」という信念から、天下第一の人格者を招き、その人格に触れる

ことによって教師自身がまず優れた人格者であるべきだという願いのも

と多くの著名人を信州に呼び、直接教えを乞うことで見識を深めた。 

今なおつづく「岡村忌」 

松本市の城山公園には、いくつかの文学碑が並んでいる。木下尚江や浅原六朗などの碑とともに高さ 2 メート

ルほどの「岡村千馬太先生碑」がある。この碑の前で毎年6月中旬「岡村忌」として多くの人が集まり碑前祭を

行ってその遺徳を偲んでいる。すでに直接教えを受けた人は存命していないが、昭和 60 年頃からは、碑前祭の

あと岡村の遺徳を受け継ぐ先人についての記念講演も行われている。毎年碑前祭には 20 名が、講演会には

50 名を超える教職員が集まっている。この碑が建立されたのが昭和 31 年。これより前岡村が亡くなったのが昭

和11 年である。このように長い年月にわたり岡村の遺徳を偲ぶ人々が今なお集まっている。 

 

【参考文献】岡村千馬太特輯号「信濃教育」（昭和11 年 8 月号）  

短編雑誌「露草」（昭和 36 年）「岡村千馬太先生」（昭和44 年）岡村千馬太の会 

「安曇野市教育会百年誌」（昭和63 年）南安曇教育会  

季刊「安曇野文化」第9 号（平成25 年）安曇野文化刊行委員会 「三郷村史」三郷村誌編纂会  

【インタビュー】・赤羽根嘉矩氏（「安曇野文化」第9 号岡村千馬太執筆） 

・曽根原孝和氏（平成28 年度岡村忌・先人に学ぶ講演会講師）                                 
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児童生徒の個性・人権を尊重する教育を行うため信州の教師を主導 

「知時務持大節即師道立矣（時務を知り、大節を持すれば即ち師道立つ）」 

その時代になすべき役目を知り、節を曲げずに信ずるところを通す。このことによって教師と 

しての守り行うべき道、師道が開かれる」という意味である。岡村の座右の銘であり、岡村は 

この言葉通りの人生を歩んだ。 

右の書は、犬養毅が墨書し、岡村に贈ったもの。（南安曇教育会館が保管している。） 

 

 

講師には後の総理大臣犬養毅や 

国際連盟事務次長の新渡戸稲造、 

作家の島崎藤村。 

明治・大正期の著名なジャーナ 

リストの三宅雪嶺、渡辺三山、 

古島一雄。政治評論家の志賀重昴 

や思想家の植村正久等々、そうそう 

たるメンバーが名を連ねた。 

 

東西南北会が信州に招いた 

天下の第一人者たち                


